
Ⅰ
（１）
ア　−	 イ　１	 ウ　9	 エ　4	 オ　5
カ　6	 キ　3	 ク　4	 ケ　0	 コ　5
サ　5	 シ　2

（２）
ス　1	 セ　2	 ソ　4	 タ　4	 チ　−
ツ　1	 テ　2	 ト　1	 ナ　4	 ニ　−
ヌ　1

Ⅱ
（１）
ア　4	 イ　2	 ウ　5	 エ　7	 オ　6
カ　0	 キ　1	 ク　9	 ケ　3	 コ　4
サ　4
	  
（２）
シ　1	 ス　5	 セ　1	 ソ　3	 タ　5

（３）
チ　−	 ツ　4
　　
Ⅲ
ア　1	 イ　0	 ウ　9	 エ　8	 オ　−
カ　9	 キ　9	 ク　8	 ケ　8	 コ　3
サ　7	 シ　6	 ス　5	 セ　3	 ソ　7
タ　6	 チ　5	 ツ　−	 テ　2	 ト　1
ナ　5	 ニ　3	 ヌ　5	 ネ　6

Ⅳ
（a）
ア　−	 イ　1	 ウ　9	 エ　4	 オ　5
カ　6	 キ　3	 ク　4	 ケ　0
	  
（b）
コ　5	 サ　5	 シ　2	 ス　1	  

（c）
セ　1	 ソ　3
	  
（d）
タ　6	 チ　5	 ツ　−	 テ　2	 ト　1
ナ　5	 ニ　3	 ヌ　5

【講評】
Ⅲの後半で、立ち止まらずに問題が解けたかが合否の分かれ目であろう。

■無断転用・複製を禁じます。内容には万全を期していますが、内容に関していかなるトラブ
ルが発生してもその責任は当方では一切責任を負いません。
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